
 

素
晴
ら
し
さ
は
足
元
に 
 

 
 

 
 

校
長 

内
山 
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「
こ
た
え
は
一
つ
で
は
な
い
！
」

 「
教
育
」
と
は
「
教
師
が
子
供
を
教

え
て
育
て
る
」
使
命
が
大
き
い
で

す
。
し
か
し
、
時
に
は
「
子
供
か
ら

教
え
ら
れ
教
師
が
育
て
ら
れ
る
」
と

い
う
謙
虚
さ
も
大
切
で
す
。 

新
学
習
指
導
要
領
の
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
」
は
、
子
供
の
論
理
的

思
考
力
の
育
成
に
は
重
要
と
言
わ

れ
つ
つ
、
従
来
の
学
校
教
育
で
は
未

開
拓
の
分
野
で
す
。 

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
の
気
概
で
静

岡
大
学
教
育
学
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
導
入
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
提

供
事
業
を
受
け
、
低
学
年
対
象
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
い
ま
し

た
。
上
の
写
真
の
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
を

ゴ
ー
ル
に
移
動
さ
せ
る
学
習
で
す
。

子
供
の
感
想
に
ビ
ッ
ク
リ
！ 

「
一
つ
ず
つ
（
分
け
て
）
考
え
る
と

ゴ
ー
ル
で
き
る
」
「
答
え
は
一
つ
じ

ゃ
な
い
」
等
々
、
想
定
し
て
い
た
こ

と
違
う
子
供
の
考
え
に
、
硬
直
し
た

頭
が
溶
け
る
思
い
で
し
た
。 

 

「
答
え
は
一
つ
で
は
な
か
っ
た
！
」

 

現
在
、
六
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
・

須
田
」
学
習
で
は
、
百
五
十
年
前
の

「
加
茂
軍
議
」
を
題
材
に
、
２１
人

の
子
供
た
ち
が
「
対
立
か
ら
対
話
」

に
変
え
る
た
め
の
知
恵
探
し
を
し

て
い
ま
す
。 

当
初
は
、
「
相
手
の
こ
と
を
考
え
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る
」
「
謝
る
」
等
の
考
え
の
子
供
た
ち

も
、
当
時
の
激
論
の
記
録
を
見
て
、
つ

い
に
は
「
意
見
の
合
わ
な
い
人
と
話
し

合
っ
て
も
口
論
に
な
る
だ
け
」
と
、
や

や
諦
め
モ
ー
ド
に
。
過
去
の
こ
と
と
し

て
歴
史
を
見
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
か

ら
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
（
縦
軸
思
考
）
は
、
変
化
の

激
し
い
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
も

必
要
で
す
。
当
時
を
生
き
た
人
た
ち
に

な
り
き
り
演
技
す
る
中
で
、「
答
え
は
、

一
つ
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
を
探
し
出

す
こ
と
は
価
値
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

足
し
算
を
し
て
一
つ
の
答
え
を
！ 

 

図
書
委
員
会
の
発
案
で
、
須
田

小
学
校
「
本
の
海
図
書
館
」
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
「
入
り
口
」
に
し

よ
う
と
、
全
校
か
ら
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

折
角
の
素
敵
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生

か
し
た
い
。
そ
こ
で
、
須
田
中
学

校
で
美
術
の
先
生
を
さ
れ
て
い
る

長
谷
川
先
生
に
お
願
い
し
て
、
一

つ
の
答
え
（
作
品
）
に
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
月
中
に
完

成
予
定
で
す
。 

 

「
で
き
る
た
め
に
、
何
を
す
る
！
」

 「
ど
ん
な
困
難
も
人
が
作
り
出
し

た
こ
と
、
解
決
で
き
る
の
は
人
だ

け
」
第

３５
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領

Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
で
す
。

「
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
夢
見

て
」
着
実
に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

 

「答えは一つではない」(プログラミング教育)から（2019.1.23）

 
 
 

須田小 イイね！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須田小ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

ここ→ 

１／１５（火）全校書き初め大会 

 全校書き初め大会をしました。鉛筆と墨の違い

はありますが、黒と白のバランスを考えた力作が

出来上がりました。 

 三学期は「まとめる」時期です。しかし、この「まとめる」は「まるめる」とは違います。物

事を整理せずに包み込んでしまう「まるめる」では、次のスタートが切れません。様々な意見等

を相互に関連付け、これから取り組むことを整理

することです。自分は「何ができて」「何が足り

ないのか」「今できることは何か」をはっきりさ

せ、小さな一歩でもスタートを切ることができる

よう指導していきます。まさに縦軸思考です。 

１／２２（火）租税教室 

 ６学年の租税教室では、加茂市税務課職員の

方と、税の「活用」面について学習しました。 

１／２５（金）ＢＦＣ 

 ＢＦＣ（少年消防団）に入団する４年生が着る

ユニフォームの試着をしました。１ヶ月後に入団

式があります。 

１／１８（金）６学年 須田中入学説明会 

 須田中学校での入学説明会がありました。一

小一中のよさを最大限に生かすことができる

ように、情報の共有と具体的な取組の共通化を

進めていきます。 
 

１／１７（木）めあて朝会 

３学期のめあてを発表する全校朝会です。発

表内容は、中ページにあります。 
ホームページ上では音声データを試聴でき

ます。 


